




























　　（１）岡山市での多人数調査（2013 年実施、20 歳～ 79 歳の男女 81 人が回答）






　岡山市での調査は 2013 年 10 月に民間の調査会社に委託して実施した。回答者は、無作
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も長く住んだ場所も 8 割近くは岡山県であった。すなわち、出身地についても 15 歳まで



































































　　　　（ア）あしたは雨だよ。………… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　　（イ）あしたは雨だぞ。………… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　　（ウ）あしたは雨だぜ。………… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　　（エ）あしたは雨よ。…………… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　　（オ）あしたは雨だわよ。……… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　　（カ）あしたは雨が降るよ。…… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
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　　　　（キ）あしたは雨が降るわよ。… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　　（ク）あしたは雨だね。………… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない











































































































































































































調査の項目の一つとして 2007 年 3 月に実施したものである。回答者は、全国から無作為





Q ８ ．（２）〔回答票 11〕家族や親しい友達とおしゃべりをするとき、相手に呼びかけ
る言葉についておうかがいします。（ア）～（カ）を上からひとつずつ見ていき、
ご自分で言うことがあるものをすべて選んでください。それ以外の言い方があ


























　　　（ア）よく降るなぁ。…………… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない




　　　（ア）あしたのハイキングだけどさぁ、… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　（イ）あしたのハイキングだけどねぇ、… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　（ウ）あしたのハイキングだけどなぁ、… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない















































































　　　　（ア）午後も降るのか？………… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない





























































　　　（ア） あそこに松が見えるだろ？……… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　（イ） あそこに松が見えるでしょ？…… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない










































































































































































































調査研究）」（2006 年度～ 2009 年度前期）の一環として、研究課題「国民の言語使用と言語意識に関す
る全国調査」により実施されたものである。筆者は主担当者として調査の企画・立案・実施にたずさわった。
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